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３年ということです。さらに、近くに活断層が

あると調査中で、地震の特定観測地域にもなっ

てます。しかも津波の想定水位は３メートルか

ら3.3メートルという状況もあり、非常に危険

ということで、現地では撤退運動が起こってい

ます。もしここで事故が起こったらどうなるで

しょうか。山形気象台から資料を取り寄せてみ

ますと、長井市には弱い風ですが、１年を通し

日本海のある西のほうから風が吹いていること

がわかりました。こういう点からも原発からの

撤退は速やかであるべきで、将来のことではな

いことを指摘し、請願は採択すべきと考えます。 

 なお、参考までに申し上げますが、革新懇話

会の同じ請願が小国町議会では採択され、飯豊

町議会では継続審議、白鷹町議会は、請願者は

違いますが、同じ趣旨の請願が採択されていま

す。市民の命と安全を原発と放射能から守るた

め、請願の採択に賛同いただけるよう心からお

願いし、賛成意見といたします。 

○蒲生光男議長 通告による討論が終わりました。 

 これより採決いたします。 

 請願第２号について、総務委員長の報告は、

不採択でありますので、原案について採決いた

します。 

 再度申し上げます。原案について採決いたし

ます。 

 請願第２号について、採択することに賛成の

議員の起立を求めます。 

  （起立少数） 

○蒲生光男議長 起立少数であります。 

 よって、請願第２号は、総務委員長報告のと

おり決定いたしました。 

 次に、日程第８、請願第３号 地方財政の充

実・強化を求める請願の１件について、討論の

通告がありませんので、討論を終結し、採決い

たします。 

 請願第３号について、総務委員長の報告は、

採択であります。 

 総務委員長報告のとおり決するにご異議ござ

いませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男議長 ご異議なしと認めます。 

 よって、請願第３号は、総務委員長報告のと

おり決定いたしました。 
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○蒲生光男議長 次に、文教常任委員会の審査の

報告を求めます。 

 髙橋孝夫委員長。 

  （髙橋孝夫文教常任委員長登壇） 

○髙橋孝夫文教常任委員長 おはようございます。 

 平成23年第６回市議会定例会において文教常

任委員会に付託されました請願１件について、

審査しました経過と結果についてご報告を申し

上げます。 

 本委員会は、会議日程に従い、去る９月12日

に開催し、委員全員出席のもと、紹介議員、当

局関係者の出席を求め、審査いたしました。 

 それでは、請願第４号 山形県立長井工業高

等学校の４学科４学級の維持を求める請願につ

いて申し上げます。 

 本請願は、長井工業高等学校の学びと未来を

考える会会長、吉田 功氏から提出されたもの

です。 

 本請願の趣旨とするところは、長井工業高等

学校は機械システム科、電子システム科、環境

システム科、福祉情報科の４学科４学級で構成

されていますが、今般、山形県から西置賜地区

の高校再編整備計画で４学級から３学級に減ら

す方針が示されました。 

 長井工業高等学校は西置賜管内唯一の工業系

の実業高校であり、卒業生に対する信頼も厚く、

管内企業からの期待も大きく、将来の長井・西
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置賜地区の活力にも影響がある学級減の考え方

に納得することはできません。 

 よって、西置賜地区の高校再編整備計画を見

直し、長井工業高等学校の４学科４学級の維持

を求める意見書を関係機関に提出していただき

たいというものです。 

 質疑に入り、委員からは、長井工業高等学校

は、女子生徒が相当数いることで雰囲気がよい

ということを聞いている。山形県教育委員会で

は３学級とした場合の長井工業高等学校の女子

生徒の確保について、どういう考えを持ってい

るかとの質疑がなされ、教育長からは、山形県

教育委員会は３学級120名の定員ということは

示しているが、学科については地元のほうで多

様なコースを検討してほしいとしている。現在、

福祉情報科があり、女子生徒数が最も多いわけ

であるが、学科の構成によって女子生徒の動き

が変わってくるものと考えるとの答弁を受けま

した。 

 また、委員からは、長井工業高等学校の定員

に対する志願者数はどうなっているか。また、

卒業生の地元への定着状況はどうかとの質疑が

なされ、管理課長からは、工業系の高校に見ら

れる傾向で前年度の志願倍率に左右されるとい

うことがあるが、長井工業高等学校については

ほぼ定員を満たしている状況である。地元への

定着状況は、卒業生の60％から70％が就職し、

そのうち90％以上が地元に定着しているとの答

弁を受けました。 

 討論に入り、委員からは、長井工業高等学校

は地域があっての学校であるということを強く

打ち出していかなければならないと考える。女

子生徒の確保策がはっきりしておらず、またも

のづくり産業の現状を維持するためにも、長井

工業高等学校の現状の学科、学級をきちんと守

っていく必要があるということから、この請願

に賛成であるとの意見が出されました。 

 採決の結果、本案は、全員一致で採択すべき

ものと決定いたしました。 

 なお、後刻意見書を提出させていただきます

ので、よろしくご賛同賜りますようお願いをい

たします。 

 以上で文教常任委員会の報告を終わります。 

○蒲生光男議長 委員長の報告が終わりました。 

 ただいまの報告に対し、ご質疑ございません

か。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男議長 質疑もないので、質疑を終結い

たします。 

 それでは、日程第９、請願第４号 山形県立

長井工業高等学校の４学科４学級の維持を求め

る請願の１件について、討論の通告がありませ

んので、討論を終結し、採決いたします。 

 請願第４号について、文教委員長の報告は採

択であります。 

 文教委員長報告のとおり決するにご異議ござ

いませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男議長 ご異議なしと認めます。 

 よって、請願第４号は、文教委員長報告のと

おり決定いたしました。 
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○蒲生光男議長 次に、産業・建設常任委員会の

審査の報告を求めます。 

 小関勝助委員長。 

  （小関勝助産業・建設常任委員長登壇） 

○小関勝助産業・建設常任委員長 おはようござ

います。 

 平成23年第６回市議会定例会において産業・

建設常任委員会に付託になりました議案１件に

ついて、審査をいたしました経過と結果につい

てご報告申し上げます。 


